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運営委員会だより          代表 瀧口典子   

 

◇２０１５年スタート、今年もよろしく 

みなさま、新年をどのようにお迎えでし

たか。我が家はおかげさまで孫たちととも

に賑やかなお正月でした。今年は戦後７０

年の節目の年、５人の孫たちが平和で自然

豊かな地球で成長していけるよう、みなさ

んと力を合わせて頑張らねばと思います。 

ふと気づくと、我が家の裏山（古墳）に、

はや蠟梅（ロウバイ）が咲き始めています。

すっかり落葉した満天星（ドウダン）や桜

にはよく見るともう小さな芽が出ています。 

つい、『徒然草』の一節を思い出しました。

「木の葉の落つるも、先ず落ちて芽ぐむに

はあらず、下より萌しつはるに堪へずして

落つるなり。迎ふる気、下に設けたる故に、

待ちとる序（ついで）甚だ速し。」 

「つはり」の意味、母親の実感として納

得です。新しい生命がすでに下（内部）に

息づいていて、そのエネルギーが古い葉を

落とし、やがて花を咲かせる。これは、社

会の動き、歴史の変化にも通じる真理では

ないでしょうか。 

 

◇「日本って民主社会なの？」 

 私が非常勤講師をしている大学で、教育

実習をめざす学生が「模擬授業」に励んで

います。ある学生は、現代社会「民主政治」 

の授業の最後に、今回の総選挙の投票率の

低さを資料から読み取り、原因と対策を話

し合う指導案を作りました。実際の展開が

楽しみです。 

 教育基本法の「良識ある公民として必要

な政治的教養は、教育上尊重されなければ

ならない。」（第１４条）は現場でどう実践

されているのでしょうか。 

 

◇ニュースの新年号、いかがですか 
 「すなっぷ」は、念願の盲学校を訪問・

取材しました。「若者のひろば」には、盲学

校の卒業生が登場。様々なことに挑戦、社

会人として自立し明るく生きるメッセージ

をパソコンで送ってくれました。 

新しい企画、「共同研究者の部屋」と「虹

色のひろば」、いかがでしょうか。 

会員お一人おひとりの声がスタッフのエ

ネルギー源です。どうぞ、同封のハガキで

ご返信下さい。お待ちしています。 

 

◇新運営委員をよろしく 

昨年１２月１９日の臨時評議員会で、金

井秀行さんが非常勤の運営委員として承認

されました。金井さんは本誌 No.２２の「虹

色のひろば」でデビュー。今号の「すなっ

ぷ」でも取材に参加し、執筆しています。 

「￥に横棒を一つ加えると羊になる。その

一本は何を意味するのか？などとつまらぬ

ことを考えるのが好きなまま、馬齢を重ね

てしまいました。余勢を駆ってお手伝いで

きれば幸い。余生が涸れぬよう気をつけま

す。」（金井秀行）

 

今後の主な予定 
２月  ６日（金）・２０日（金）１３時～ スダジイ楽書会（フォーラム） 

２月  ８日（日）１４時～    和太鼓を楽しむ会（群馬県教育会館） 

２月１１日（水）１０時～    ぐんま教育のつどい（群馬県青少年会館） 

２月１１日（水）１３時半～   群馬の歴史を考える会（前橋市桂萱公民館） 

３月２８日（土）１４時～    第３２回 近現代史ゼミ（前橋市総合福祉会館） 


